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　「くりらぼ多摩川」は、敷地内に引
き込む路地の両側に小さな町工場が集
まる「工場長屋」の中にあり、モノづ
くりのまちを味わえる空間となってい
る。また、東急多摩川線武蔵新田駅か
ら徒歩 5 分でアクセス可能で、かつ
立地特性上多くの住民の目に触れるこ
とから、「モノづくりのまちづくり」
を発信拠点として大きな期待が寄せら
れている。2013 年 12 月にオープン
したこの施設では、当初は大学を中心
としたワークショップや大田観光協会
によるイベント ( 町工 BAR) などが中
心であったが、近年では、区民が自主
的に活動する「日曜くりらぼ倶楽部」
や、クラフト作家・デザイナーのワー
クショップ、演劇など、拡張した利用
が行われている。
事務所
　かつての事務所空間を改修した事務
所棟は、道路に面した立地を活かした
地域に開かれた拠点として活用が進め
られている。くりらぼ多摩川オープ

ン DAY として週 2 回地域に向けて開
放されているほか、隔月の「たまり
BAR」開催時には、お酒を交わしな
がら小話が楽しめるバーに変身する。
工場棟
　以前町工場として利用されていた工
場棟は、主にモノづくりの体験の場と
して利用されている。横浜国立大学の
学生や地域のクリエイターによる「く
りらぼワークショップ」や、大人が自
由に工作できるサークル「日曜くりら
ぼ倶楽部」などが定期的に開催されて
いる。最近では、工場棟の魅力的な空
間を活かした演劇やマルシェも開催さ
れ、活用の幅が広がりつつある。
オープン DAY
　毎週火・木曜 10 時～ 16 時にくり
らぼ多摩川の事務所棟を地域に向けて
開放している。スタッフが常駐し、地
域住民と町工場の職人、クリエイター
らとのマッチングに関する相談を受け
付けている。

使い方の拡張

 2-2　くりらぼ多摩川の発展

事務所棟平面パース

工場棟平面パース

　「町工場と大学生による出張モノづ
くり体験教室」として始まった本取り
組みは、くりらぼ多摩川オープン時か
ら年に 3 回程度、くりらぼ多摩川工
場棟にて定員 10 名前後で実施されて
きた。参加対象は小学生までで募集す
ることがほとんどだが、保護者がモノ
づくりに興味を持たれることも多く、
大人も楽しめるイベントとなってい
る。今までに多くの町工場にご協力頂
き、普段体験できない町工場の技術を
手軽に楽しんでもらえるように企画を
進めてきた。一例として、鈑金、刻印、
プラスチック加工をそれぞれ得意とす

る 3 社のコラボレーションによるス
マートフォンスタンドの製作や、外国
の伝統楽器の製作に取り組む職人にご
協力頂いたスピリットキャッチャーの
製作などを実施した。また、大学生
自身が講師となって行う企画として、
チェキで切り取ったまちの風景を作品
化するワークショップも実施された。
最近では、くりらぼワークショップが
地域のクリエイターによって開催され
ることも増え (pp.56-57 にて後述 )、
今まで以上に幅広いモノづくりの体験
の場としての運営が期待される。

vol ワークショップタイトル 講師 開催日
1 真空成型の技術を体験しよう！ ㈱城南村田 2014/6/14
2 樹脂加工の技術に触れてみよう！ シナノ産業㈱ 2014/7/12
3 ぼく / わたしだけの町工場をつくろう！ 横浜国立大学 2014/10/19
4 世界に 1 つだけのノートをつくろう！ 光写真印刷㈱ 2015/7/4
5 町工場の技術でスマホスタンドをつくろう！ ㈲多摩川鈑金工業所、赤塚刻印製作所、シナノ産業㈱ 2016/2/21
6 サンドブラストの技術で金属に彫刻しよう！ Dune sannd works 2016/8/21
7 伝統楽器「スピリットキャッチャー」をつくろう！ ㈲いわき精機製作所 2017/3/25
8 不思議な打楽器「スプリングドラム」を作ろう！ ㈲信成発條製作所、ホワイト・テクニカ 2017/7/29
9 おおたのまちのおもいでをつくろう！ 横浜国立大学 2018/2/25

これまでに開かれたくりらぼワークショップ（大学生が企画・主催したもののみ）

第 9 回ワークショップの様子

チェキでお気に入りの風景を撮影 ( 第９回 )

おおたの工場で製作したバネを使ったスプ
リングドラムづくり ( 第８回 )

くりらぼ多摩川でできること (「くりらぼ通信 Vol.01」より )

くりらぼ多摩川事務所棟外観

くりらぼワークショップ

「創造製作所」としての活用




